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１．概要（Summary） 

近年、単分子導電計測技術が、DNA を直接かつ効率

的に読み出す次世代の DNA シーケンシング手法として

期待されている。本手法では、単分子スケールに制御さ

れた金のギャップ電極を用いることで、原理上、核酸塩基

を一分子ごと電気的に検出し、識別することできる（参考

文献 1）。本課題では、本手法の応用可能性の実証と拡

張に向けて、基盤に親水処理を施した金のギャップ電極

を用いて、水溶液における核酸塩基の導電性を体系的に

評価した。そして、効率的な DNA 配列の読み出しに向け

て広範な応用が期待される非天然核酸塩基構造を見出

した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

マスク・ウエーハ自動現像装置群 SAMCO FA-1 
【実験方法】 
2-1. センサーチップの親水化処理 

金のナノワイヤを埋め込んだシリカ基盤（センサーチッ

プ）を SAMCO FA-1 にセットし、酸素雰囲気化で 3 秒間

プラズマ処理を行った。親水処理の成否は、プラズマ処

理後のセンサーチップに水をロードし、基盤表面の濡れ

性を評価することで確認した。 
 

2-2. 核酸塩基の導電計測 
処理した基盤を単分子導電計測機器にセットし、DNA

水溶液をセンサー部位にロードし、各種核酸塩基につい

て導電性の測定を行った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
これまでに、ギャップ電極の一形態である break 

junctionを用い、核酸塩基の電気的な検出が可能である

ことが示されてきた（参考文献 2）。本研究では、核酸塩基

の導電特性をより詳細に評価するため、市販のセンサー

チップ表面に親水処理を施し、標準核酸塩基、および非

天然核酸塩基の水中における体系的な導電性評価を行

った。その結果、塩基の導電特性に決定づける化学物性

を明らかにするとともに、効率的な DNA 配列解析の実現

に向けて広範な応用が期待される非天然核酸構造を見

出した。 
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